
■

■
■

■■■

■■■

■■■■■■

■■■■■■ ■■

■ ■ ■ ■■

理解すべき基本的な法律

対応をわかりやすく解説!!

◎最新の宅地建物取引業法の条文に沿って、その趣旨、解釈・運用、留意点等を解説!

はしがき(抜粋 )

本書は、媒介業者が理解 しておくべき基本的な法律知識と具体的な媒介業務の対応

について解説したものです。

実務に役立つ知識や経験を学 31に は、紛争事例を補助線にすることが近道です。解

説にあたつては、取引の流れに沿つて、紛争を踏まえながら法律上の問題を整理 し、

媒介業者が紛争に巻き込まれないためにはどのような注意を払うべきかについても、

弁護士の視点から言及 しました。

宅地建物取引業法をはじめ、関係法令を遵守 し、取引過程の透明化を図り、契約当

事者が取引物件・取引条件を十分理解 した上で契約締結に至るように努めることは、

適正・公正な取引に不可欠です。そして、適正 。公正な取引は、宅地建物取引の流通

にとつてもっとも大切な要素となります。
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実務叢書 わかりやすい不動産の適正取引シリーズ Ⅳ
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要点解説
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